










氏 あさ の けい いち名浅野敬
博士の専攻分野の名称 博士(文学)
学位記番号第 17458 号
学位授与年月日 平成 15 年 3 月 25 日
































その点で実に独創的である。時期的にも、 19 世紀末から 1960 年代までと、幅広い時代をカバーしている。今後アメ
リカの中小企業問題を論じようとする者は、どのような時代、関心をもつにせよ、まず本論文を出発点としなければ
なるまい。まさしく、アメリカ史研究において新たな分野を切りひらくパイオニア的業績といって過言でない。また、
本論文は末尾で、アメリカの 1950 年代以来の政策的経験から今後の日本で、の中小企業政策にも問題提起を行ってお
り、その意味で、アクチャルな問題意識に支えられた力作でもある。
もっとも、本論文にも問題点はある。たとえば、中小企業政策の立案・決定過程において、当の中小企業、もしく
はその業界団体の姿があまり見えてこないのは、その例である。筆者は、福祉国家体制を財の分配による安定をめざ
すシステムとのイメージで捉えているが、本論文では中小企業側の意思形成・ロピ、イイングについては、十分な言及
がない。その結果、政府の能動性のほうが強く印象づけられるうらみがある。
しかし、パイオニア的業績には、細かな暇瑳はっきものである。そうした暇瑳は、論文全体の意義を決して損なう
ものではない。むしろ、今後の研究を刺激する問題提起として、肯定的に評価すべきものと考える。本論文は、今の
歴史学界に多大の貢献をなすものであり、本論文を博士(文学)の学位を授与するに十分な価値を有するものと認め
るものである。
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